
平成 28年度「北海道高等学校学力向上推進事業」学力テスト 

及び北海道高等学校学習状況等調査の本校の結果について 

 

本校では、道教委が実施している標記学力テスト及び学習状況調査に毎年参加して

います。これは、高等学校第１学年（年次）修了段階における学習内容の定着状況の

把握を通して、各学校における指導方法等の工夫・改善に資するために実施している

ものです。 

学力テストは、選抜制の高い大学の第２次学力試験レベルの問題を解くために必要

な事項が十分身に付いているかを把握するアドバンストモデル（Ａモデル）、大学入試

センター試験レベルの問題を解くために必要な事項が十分身に付いているかを把握す

るベーシックモデル（Ｂモデル）、義務教育段階の学習内容を含め、高校における基礎

的・基本的事項が十分身に付いているかを把握するコアアビリティモデル（Ｃモデ

ル）の３種類があり、生徒の実態に合わせて各学校で選ぶこととなっていますが、本

校ではＣモデルの国語、数学、英語を実施しています。 

 

○ 学力テストの結果について 

  それぞれの教科の正答率を領域別に示したものです。国語では、おおむね全道平

均に近く、苦手な領域の傾向も似ています。数学では、数と式という基本的な領域

において全道平均より 10ポイント以上下回っているなど、基礎・基本の定着がより

一層必要な状況が見て取れます。英語では、本校では特に書くことを苦手としてい

る生徒が多いという傾向が現れています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 学習状況調査の結果について 

  本校入学後に学習意欲が高まったり、卒業後の進路についてより真剣に考えるよ

うになるなど、よい傾向も見られますが、家庭学習時間や読書量が少ない反面、イン

ターネットの利用時間が長いなど、課題も見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


